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地域社会に根ざす ＼＼養蜂使節′′ の育成を

-講師と受講者から見た米国の養蜂講習会-

AllenSummers･佐々木 サマーズ 章子

Ⅰ 養蜂マスター講習会開催の

いきさつ (講師の立場から)

1998年の春から1999年冬にかけて,経験

を積んだ養蜂家が何人か集まってコロラド州立

大学 (ColoradoStateUniversity,CSUはポ

ルダー郡からさらに1時間はど北にあるフオ

ートコリンズにある.ちなみに,この州立大学

は,農業を主とする総合大学で,コロラド州で

州立総合大学といえば,ポルダー市,デンバー,

コロラ ド･スプ リングにキャンパスを持つ

UniversityofColoradoの方が大きい.また,

ポルダー郡はデンバー首都圏内にあり,車で 1

時間はど)のポルダー郡-の出先機関に勤める

農業普及員 (CooperativeExtensionAgent)

と協力して,この郡では初めて一般向けの正規

講習会を行うことになった.

主催者の農業普及出先サービスとは?

米国では,1914年に議会で農業普及出先サ

ー ビス (Cooperative/AgriculturalExten-

sionService)が各地方に設定され,州立大学

と協同でこの出先機関が大学で行われた研究を

農業従事者に広め,効率よく農作 ･畜産物を飼

育 ･加工 して,その結果としての食品を消費者

のもとへ安く届けるためにできた.アメリカで

も養蜂の盛んなオ-イオ州や東部地方では,コ

ミュニティーカレッジや短大または農業普及出

先サービスで養蜂の講義が受けられるようにな

っている (-学期ずつ初級と上級を受けること

が出来る所もあり,高等教育で受ける場合は,

必修科目として化学や生物の単位が必要な場合

もある).

図 1 1998年秋の養蜂クラスで

左から講師のジョン,トム,ポール

講師の顔ぶれ

2期日の講習会がこの秋また行われるが,面

白いのは,この講習会に関わった4人が養蜂に

関して異なった経歴と経験を持っていたという

ことだ.全体のまとめ役をした,農業普及員の

ポール ･7-ビス(PaulAravis)氏は,養蜂に

関しての経験はまったく無かったものの,会場

や装置の準備から講習会で渡す資料の準備など

すべておぜん立てをして頂いた.ジョン･ポー

リー (JohnPohley)氏は,つい最近退職した

ものの長年にわたる園芸の専門家で,ジョン自

身が自宅の裏庭で巣箱を 1-2箱分20年間は

ど飼い続けていた. トム ･セオボル ド (Tom

Theobald)氏は,過去 25年の間,75-150群

を飼って養蜂を副業としてきた. トムは生物学

や昆虫学などの分野で正規の教育を受けたこと

はなかったものの,現場での経験を幅広く積ん

でいて,また蜂を飼うことにまつわる物語,言

い伝えを交えて自分の経験を語るのが特に上手

である.私は養蜂家として豊富な経験を積んで

きたので,講習会全体のあらましや各授業のテ
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-マをまとめたり,教科書,配る資料やビデオ

などを選定 したりするのも他の3人の同意を

得ながら,責任を持った.

コロラドでの養蜂の端緒

ここで少しコロラド州の養蜂の歴史をひもと

いてみよう.イギリスより船で運ばれたミツバ

チが北米へたどり着いたのが,1622年とされ

ている.コロラド州の養蜂の始まりは,1862

年 (江戸後期文久 2年頃)にアイザック･マク

ブルーム(IsaacMcBroom)が最初の蜂群を大

陸横断して牛車で運んできた.マクブルーム氏

がその秋に当時の地方紙 ｢ロッキー山脈ニュー

ス｣に一枚の巣板を持ち込んだので,記事が残

っている.しかしながら,この蜂群は越冬 しな

かったようである.ポルダー郡では,デイビッ

ドJ.ライキンス (DavidJ.Lykins)が 1863

年に, ミズーリ州在住の親戚から手に入れた蜂

群を2つ飼ったのか,始まりとされている.職

業として養蜂家がコロラドで見られるのは,イ

ンディアナ州より1870年に貨車一つ分の蜂群

が運ばれて来たのが,一つにつき25ドルで売

られて,5-6人の養蜂家が仕事として養蜂に

従事するようになった.その中の一人が,Dr.

King(キング博士)で,まず,デンバーで始め

てから,1877年にポルダーに移った.そこで,

イタリア養蜂園という事業を数年続けたという

記録が残っている.

ポルダー郡での養蜂の移り変わりと現在

の様子

かなり前のことになるが,1880年代半ばか

ら1930年代後半のほぼ半世紀の問, ポルダー

郡はコロラド州における養蜂活動の中心地とな

っていた.ちなみに,今でもハチミツ売り上げ

促進および最近では峰病の研究をも行う動きも

ある,全米 レベルのハチミツ促進団体である,

全米蜂蜜連盟 (NatlOnalHoneyBoard)の本

部 はポルダー郡 ロングモ ン ト市内にある

(1987年に米Eg農務省長官の指令により設立

されてから今も農務省により管轄されている全

米蜂蜜連盟は,国内輸入物を問わず-チミツ1

ポンド(約半 kg)につき1セント(1円前後)

を課 し,養蜂関連製品をマスコミ･ポスターな

どを通じて利用者である食品加工業界や消費者

にアピールすべくマーケティングを行ってい

る).

アメリカ腐姐病が蔓延するにつれ,また,莱

物 ･野菜栽培がしだいにコロラドロッキー山脈

の西側へと移動するとともに,養蜂は,ポルダ

ー郡では,趣味または副業となっていった.そ

れにつれ,十分な情報に接するのは,真剣に取

り組んでいる養蜂家または小規模だが生計を頼

らざるを得ない専業家だけとなり,うまく5年

以上という歳月を生き残ることができた.この

あたりでは,200-250いる養蜂家のうち,毎

年平均 して半分から3分の2が,5年にまで至

らない期間でやめてい く.ポルダー郡では

1930年代以降,アメリカ腐岨病は常に繰り返

し起こる問題であった.その原因は多分初めて

間もない養蜂家や趣味でやっている人があきら

めたり,十分な世話もせずに放置されたりして

いる巣箱があまりにも多いからだろう (法定伝

染病に指定されている日本とは違い,米国では

腐姐病内検および治療に関しては,州によって

違い,コロラド州では法令によりアメリカ腐岨

病に雁病した巣箱は焼却させるべし,という件

があるものの,現在のところ,その施行は行わ

れていない).

気管ダニとも呼ばれるアカリンダニや特にミ

ツバチヘギイタダニなどの寄生ダニの登場で,

一般の趣味養蜂家や初心者の人たちにとって

は,失敗せずに蜂を飼うというのが,不可能に

近くなってしまった.つまり,ミツバチ生物学,

蜂病防除やその他適切な巣箱管理といった基本

的な原理をよく知らなければ,うまく蜂を飼え

ないようになってきたのである.

減少傾向にあるポリネ一夕-のミツパテ

と養蜂への関心の高まり

1987年以降,特に,過去 5年間においては,

消えていきっっあるミツバチや花粉媒介昆虫

(ポリネ一夕-)のことが,特に寄生ダニのせい



で,かなりマスコミで取り上げられている.こ

れは,全米および地域 レベル両方でのことだ.

その結果,関心のある市民や特にガーデニング

や園芸に携わっている人たちの間で ｢苦境に瀕

しているミツバチ｣ということで関心が高まっ

ている.養蜂全体の現時点での関心レベルは主

にこの人たちに支えられている.今現在または

過去に養蜂に携わっていた人のうち,およそ2

割がもっと学びたいと考えていることがわかっ

た.

講習会開催にある背景 と趣旨

以前から何年にもわたって,ポルダー郡での

養蜂家を育成する一助になりたいと願ってい

た.過去にも,郡や州の組合などでの会合時や,

専門講習会などを通 してある程度達成できた.

が,組合員の多くが養蜂歴が 1-2年 しかない

こととか,趣味養蜂なので問題があってもあま

り真剣に捉えていないことなどが原因となっ

て,そのインパクトは限られていた.私自身は,

学者でもなければ専業の養蜂業者でもないが,

養蜂歴 35年ということ,そして断続的にでも

続けて専門知識を勉強 してきたことと,アー

ル ･ミラー (EarlMiller)氏 (南カリフォルニ

アを本拠地とするMlller'sHoneyCo.の創実

者でもあり,移動養蜂の先駆者でもあった,

NephiEphraim Millerの息子の一人 弟の

WoodrowMlllerは,ハニーベアの-チミツ容

器を考案した一人.筆者は若い頃にここで働い

ていたことがある),アダム修道僧,Hachiro

Shimanuki博士などといった恩師とも呼べる

先輩諸氏から教えていただいた経験から来るも

のだと思うが,少 しでも養蜂に関する誤解 ･考

え違いをぬぐい去るお手伝いができれば,と

常々強く思っていた.複雑になってきた現代の

養蜂業の中でも,実際に役に立ち常識を使った

やり方でも,成功を収めた実績のあるものがあ

るのだが,誤解 ･迷信や無知から曲げられてい

ると感じた.

現状を超えて-講習会修了生は ｢養蜂使節｣

ポルダー郡を例にとってもそうだが,米Egで
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も一般的に事実だと思えることは,恐らく寄生

ダニやその他の新種の病気がミツバチにとって

これほどの被害を与えるものでなかったら,ま

た花粉媒介昆虫が全威してしまうのではないか

というそれに付随 して起 こる懸念がなかった

ら,現状を超えていこうとする理由･背景はあ

まりないかもしれない.だが,現実では,うま

く養蜂をやっていくには,今までの考え ･教育

に留まっていられないことである.これが,請

習会を一般に公開して私の知りうる限りを伝え

ていきたいという,一番の動機となった.

そこで,昨秋から昨冬にわたって,｢養蜂マス

ター｣(MasterBeekeeping)の講習会を始め

て一般に公開して開催 した.これには,養蜂を

成功させるのに必要な学問的な面と実質的な面

の両方から教えた,主な目的は,｢養蜂使節｣

(BeekeepingAmbassador)を作ることで,倭

了生は実際に養蜂をする場合でもしない場合で

も,養蜂に関するいろんな問題について他の人

に正確な情報を伝えていくことができる,と考

えたからである.

Ⅱ 参加者の感想

第 1期講習会への参加

養蜂マスター講習会の第 1期は,コロラド州

立大学 (CSU)の農業普及出先サービスが主催

して,1998年の 11月 10日から,毎週火曜日

(夜 2時間)ごとに教室での授業を6回 ロング

モント市内にある同事務所で受けたあと,春に

実習を2回行った.

ここで,私事になるが,なぜこの講習会を受

けることにしたかに少 し触れておきたい.私

は,この分野についてはまったく門外漢である

が, 1995年に結婚 して以来,長年趣味と実益

を兼カつて楽しんできた夫を通 して,養蜂の世界

を知った.夫の手伝いをしたり,日本へ帰国し

た際,夫が養蜂家の方達とお話しする時に,過

訳を務めたりしていたが,養蜂には独特の用語

があり,それ自体がわかりにくいので,用語や

その背景となる知識 (養蜂のやり方, ミツパテ
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の生態など)について知 っておく必要性がでて

きた.それで準備を進めていた夫を通 してこの

講習会があることを知 り,こういう動機で受け

る人は少ないだろうな,と思いっつも受けるこ

とにした.

講習会のあ り方

まず,最初の授業では,米国のクラスでは必

ず渡されるシラバスがここでも配 られ,一回ご

との授業内容,担当講師や次の授業までに何を

読んでこなければならないのかがわかる.ま

た,講習費 25ドルとともに地域社会でのボラ

ンティア活動が講習会の一環として必要なこと

を申し渡される.この講習会のあり方は,コロ

ラド州農業普及出先サービスを通 して長 く続い

ているガーデニング ･マスターでの講習会を基

にしている.両方に共通 しているのは,わずか

ながらの講習費で講義が受けられ,自分が学ん

だことを他の市民にも伝えていくこと,といっ

たことである.一定期間内でボランティアをこ

なせない場合は,その代償 としてさらに75ド

ルのお金を払 うことになっている.このボラン

ティア活動 は,なかなかユニークな制度なの

で,後でも述べさせていただく.登録するには

事前に登録 して,費用を払 うだけで良 く,誰で

も受けられるようになっていた.大学だと,こ

うも行かない時がある.生涯教育の一部とみな

される領域でさえ,必修科目を事前に取ってお

くことが必要になる時があるからだ.

講師はどんな人?

講師の顔ぶれ ･経歴は多彩で,地元専業養蜂

家として長年やってきた,サンタクロースのよ

うな風貌の トム ･セオボル ド. トムは,巣箱の

設置 ･管理などや養蜂の歴史などを実際の経験

と織り交ぜてユーモアたっぷりに語 っていく.

ポルダー郡養蜂組合の会長を長年勤めている.

ポール ･7-ビスの前任者であった,ジョン･

ポーリーは,ガーデニング ･マスターや堆肥マ

スターなどの講習会の講師を長 く勤めているの

で,以前どちらかを受けたことのある人達 もこ

の講習会にやってきていた.それと,養蜂を研

図 2 養蜂マスターの講師

左:トム,右:アレン

究 と趣味の対象 として親 しんで きた夫のアレ

ン･サマーズであった.前ポルダー郡養蜂組合

の副会長のアレンは,大手専業養蜂園で務めた

り,生物学を大学でかじったことがある.そし

て,忘れてはならないのが,ポール ･アービス

だ.地元養蜂家の後輩教育にかける熱意を受け

て,助成金の提案書を作成 して CSUから見事

に助成金を勝ち取 り,あとで述べるビデオ購入

などの元手を手に入れた.また,今でも定期的

に,修了者は ｢ボランティアはこんなものもあ

るよ｣といったお誘いの手紙をポールから頂い

ている.

最初の授業 と教科書

まず,授業の様子から見ていこう.授業はそ

れぞれの分野にふさわしい講師が養蜂の様々な

側面を語 った.講義 は,教科書 となっている

『TheBeekeeper'sHandbook (養蜂家の手引

書)(第 3版)』(DianaSammataroandAlp-

honseAvitabile共著,コーネル大学出版)の

関連各章を参加者が事前に読んで予習するよう

になっていた.この横長の本には,各章にたっ

ぷ りと関連の挿 し絵があり,私たち初心者でも

わかりやす くなっていた.1回目は, トムが養

蜂の歴史 (世界および米Eg･コロラド州)につ

いて話 し,あとは,アレンが ミツパテの生物学

について.この日に教科書を買ったばかりなの

で,分類学的なことについて少 し話があった

後,異なるハチの品種やその性質 (どんな養蜂

の環境ではどの品種の-チが向いているか,そ

れぞれの品種のプラス面 ･マイナス面など)に



ついて聞いた.

教室は,事務所 ビルの会議室にあたるところ

に,3人座れる机がいくつもならんでいる.前

には,講義台があってその奥には,自分でお茶

などを沸かして飲める小さい台所があった.

参加者はどんな人 ?

参加者は,老若男女 (30代前半から70代く

らい)いるので,少し安心 した.というのも,

地元の養蜂組合の会合では,男性それも年配の

男性がほとんどで,女性がいても奥さんだから

来ている,という人がほとんどだ.私も妻だか

らやっているのだが,もう一つ食い足りない.

この講習会には,私のお隣のディクシー(女性)

も来ていた.また,前から知り合いで同じ通り

に住んでいる蜂飼いのブルックス (女性)も来

ていた.アレンが ｢今までに蜂を飼ったことの

ある人は?｣と尋ねて手を挙げさせると,かな

りの人が手を挙げていた.第 1期の参加者は,

35人ということである.この中にはガーデニ

ングへの興味が高 じて,花粉媒介の事を案じて

参加 した人も多かった.また,現在蜂群をブル

ックスのように持ってはいるもののもっと良く

知りたいという養蜂家.それに毛色が変わった

ところでは,ポルダー郡オープンスペース部に

勤める植物学者もいた.だから,講習会が進む

につれ,私のように終了 しても自分で蜂を飼わ

ないかもしれない,というのもおかしくないこ

とが,だんだんと分かっていき,安心 した.級

で分かったことだが,デンバー市内からはもち

図 3 巣箱,蜂具,防護服など実物を見せながら説明

する トム

川l

ろん,ジェファソン郡,ラブランド,フオート

コリンズやキャッスル ･ロックといった,全体

で200kmをカバーするような場所から参加者

は来ていた.

2回目の授業の様子 (ミツパテ生物学)

2回目は,アレンが,社会的昆虫としてのミ

ツパテの生態,そして女王蜂,働き蜂,雄蜂の

身体の部位 ･その機能や生活環 ･習性,それぞ

れの仕事の内容などミツバチの生物学について

の講義であった.身体の部位のところでは, ミ

ツバチがジガパテとどういうふうに違うのかの

見分け方も簡単に教わった.単眼や刺針,頭

部 ･胸部 ･腹部などの身体の部分は,ビデオを

みんなで見て,刺針がどのように出たり入った

りするのかとか,単眼 ･複眼を電子顕微鏡で見

たらどんなになっているかなど分かった.やは

り,ただ単に教科書を読んでいるのではわから

ないし,ビデオでこそ詳 しくわかった分があっ

た. これは, オ-イオ州立大学 (OhioState

University)公開教育部から取 り寄せたもの

で,｢Beekeeping:AUniqueIndustry(養蜂:

ユニークな産業)｣という題名がついている.こ

の 14本のテープを各講師は事前に見て,自分

担当の授業に関連してどういうことが教えられ

ているのかを参考にしたり,自分の授業で参加

者に見せるのに使えそうな所はないかを決めた

りした.また,卵から幼虫,桶そして働き蜂の

いろんな役割もビデオで見た.

3回目の授業の様子 (養蜂器具と巣箱の扱

いかた)

3回目の今夜は,養蜂器具と巣箱の開け方 ･

取り扱いについてである.授業前にトムとアレ

ンが養蜂器具を持ち込んでいて (実は,私も運

び込むのを手伝った),煤煙器,隔王板,各種-

イブツール,脱蜂器,蜜刀,蜂ブラシなどが教

室の前にある机の上に所狭 しと並べられてい

る.その様の床にはいろんな形の巣箱 ･継箱が

積み重ねられていた.講師が立っ台の後ろに

は,防護服,手袋,面布の類が-ンガ一にかか

っている.授業の前から参加者が机の回りに立
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っていろいろ手にとって見ている.さて,授業

が始まり, トムが巣箱のフタ,蜂児箱 ･継箱を

-つ一つ手にとって説明していく.いろいろな

種類があり,それぞれの使用目的 ･養蜂家の好

みに合わせて使うようにすること.そして,秦

蜂家がぜひ知っておく必要のある巣板間隔につ

いて教わる.巣枠と巣礎の用途と種類,消毒の

仕方.防護するには,最低何がいるか.待望の

巣箱の管理方法伝授では,蜂場に適した場所,

巣箱の向き,記録の取り方など. トムやアレン

が実際に使い方を見せるが,見えない人が立っ

て熱心に覗き込む.-イブツールの使い方.蜂

場の巡回でどういうふうに巣箱を開けて,何を

観察するのか.煙煙器をいくつか見せたあと,

燃やすのに適 しているのは何かなど.まだあ

る.蜂毒と生体反応や刺された時の対処につい

ても習う.

4回目の授業の様子 (蜂病 ･害敵)

12月 1日,4回E]の授業は,病気や害敵につ

いてで,アレンが,教科書に沿ってそれぞれの

病気の発見法 ･対処法,そのタイミングなどに

ついて話す.ノゼマ病,下痢,腐姐病,チョー

ク病,ストーンブルード病,アカリンダニ症,

バロア病などなど.教科書では,見つけかたな

どが,細かく書いてあるし,それぞれの症状や

ダニの挿し絵がふんだんでわかりやすくなって

いる.また,ビデオでも良く知っておかなけれ

ばならない腐姐病,寄生性ダニの見分けかた,

症状などをよく見る.ただ,いくらわかりやす

くしてもらっても覚えるのがたくさんあり過ぎ

て,頑が混乱してくる.時間もオーバーしてし

まって,養蜂家の四季にわたる作業も今回予定

されていたが,次回に持ち越すことになった.

5回目の授業の様子 (花粉媒介と四季を通

じての作業)

5回目に, ジョンはいろいろな形態の花粉媒

介があり, ミツパテがどんな植物の花粉媒介に

役立っているかについて話 した後,美しい映像

で詩情あふれる花粉媒介のビデオを見る. トム

が春夏秋冬の作業についてしなければならない

ことを,秋に採蜜が終わった頃からコロラド州

の気候にあった四季を通 しての手入れを説明し

ていく.給餌の仕方 ･タイミングや薬物投入.

アビスタン (フルバリネート)のプラスチック

小板やテラマイシン (オキシテ トラサイクリ

ン)のお団子などを実際に持ってきてそれぞれ

の方法の違いやどういうふうに巣箱に入れるの

かについて話す.また冬にはブロックを置くな

どして,巣箱が飛ばされないようにしたり,蜂

児箱を入れ替えたりする必要性を説く.コロラ

ドでは,春を告げるタンポポが咲くのが4月

20日頃であるので,それ以降は,巣箱には十分

スペースを与えて分蜂を防ぐことや,5月以降

から夏にかけては,農薬散布がしばしば行われ

るので,どういうふうにすれば被害を最小限度

に抑えられるかを詳 しく学んだ.ポルダー郡で

の主な蜜源植物は,スイートクローバーとアル

ファルファであることや春に与える薬の時期や

与える期間を述べて終わった.テスト用紙が配

られる.家へ持ち帰って教科書やノートなどを

参考に今まで学んだことを確認しながら取り組

んで,次の授業で採点するのでやってくるよう

にということだった.

最後の授業の様子 (採蜜と持ち帰 りテス ト

の採点)

12月 15日にあった最後の授業のテーマは

採蛋で, トムが異なった分離器の違いや採蜜後

の処理について説明した後,プロポリスや蜂ロ

ウの処理の仕方,卸値について説明.そのあと,

アレンがテストを取り出して皆の前でどれが正

解か言って,質問がある場合にはそれに答えて

いく.家に持ち帰って時間も一応無制限なら,

教科書も自由に参照できたはずなのに,私自身

自信を持てなかった答えや間違っているものす

らあった.全部で40問の多項選択式.歴史,ミ

ツバチ生物学,養蜂器具,病気 ･害虫,農薬,

養蜂の一年,花粉媒介,採蜜の8ジャンルにわ

たっており,最後は ｢養蜂に魅力を感じた一番

最初の動機は何だったか,またこの講習会で学

んだことをどう生かしていくか｣についての作

文で,これは必要な時に読み返して自分を励ま



す糧にしてください, ということで,1998年

の授業は終わった.

最初の実技 (巣箱の組み立て)とミツパテ

以外のハチに関する講義

参加者の多数決で決まった,翌年の 1月9日

(土)の実技は,今までと同じ場所であった.午

前 9時頃から三々五々,人が集まり,コーヒー

をすすったり, ドーナツをか じったりしなが

ら,ゲストスピーカーであるコロラド州立大学

(CSU)のホイットニー ･クランショー博士

(Dr,WhitneyCrawnshaw)から,マルハナバ

チ,-キリバチ,ジガバチやコハナバチなどの
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地中に住むもの,そしてスズメバチなど,刺す

ことから ｢-チ｣と総称されている昆虫のいろ

いろな側面を巣,生活環,社会性のあるなし,

何を餌にするのが,刺針やその被害についてく

わしいスライ ドを見せての講義があった.お話

が終わった後は,教授が持ってきた何箱にもわ

たる標本を見せていただいて,実際にこんなに

も大きさや形 ･色が違うのだ,と思った.

この講習会の参加者有志で飼うことになって

いる蜂群の巣箱の材料を事前に注文 して取り寄

せてあった.休憩の後,それを段ボールから取

り出して皆で手分けして,組み立てにかかっ

た.まず, トムとアレンが巣箱の本体の組み立

図 4 実技クラスで 巣箱 (上段)と巣枠 (下段)の組み立て

講師の二人が組み立ての手本を示したあと,クラスの全員が分担して,

講師のアドバイスを受けながら金槌をふるって巣箱や巣枠を組み立て

る.



図5 2回目の実技クラス

前回の実技クラスで皆で組み立てた巣箱に実際にミ

ツパテ(計り蜂)を導入する.場所は受講生の自宅の

隣の敷地.最下段は王寵に入った女王蜂を手に説明

するトム

て方を実演して見せる. トムはお得意のジョー

クで以前裏と表を間違えて組立ててしまった経

験を言うと,皆も真剣そうに確かめてから糊と

金槌を使って組立てる.何人かが一組のチーム

になって,糊をっける係りの人とか,巣箱の回

りを押さえている人とか,金槌で釘を打ち込む

人とかがいる.それが,進行しつつも, トムは

巣枠の組み立てを実演しながら説明を始める.

巣箱作りに熱中していたので説明を聞き逃 して

しまったが,途中から他のチームで必要とされ

ることはないか見て歩いた. ここでも上桟を2

つの部分に分ける人,凡帳面に巣礎をはめ込む

人,釘を打ち込む人,うまく出来たかチェック

する人などにわかれている.中には週末だとい

うので参加者の子どもも来ていて釘打ちに参加

している.その間もトムやアレンはそれぞれの

工程を見て回って,アドバイスをしている.こ

の講習会有志者で面倒を見る蜂群の巣礎には,

便宜上針金を入れてないものを使うことにし

た.出来上がってから,皆で後片付けや掃除を

する問,巣箱の外側にペンキを塗ってもらう人

を決めている.こちらでは,巣箱の素材が松な

どで,腐朽防止にペンキやニスを塗る.さあ,

今回はこれで終わりだ.次回はいよいよ講習会

で飼う蜂群を導入することになっている.

2回目の実技 (計 り蜂を巣箱に入れる)

春,5月 1日 (土)に予定されていた実習は,

あいにくの悪天候で5月 3日 (月)夕方に順延

された.祝日となっている日本とは違い,こち

らは普通の平日である.週末荒れ弓王った空は,

夕方からどうにか晴れてくれて良いお天気とな

った.今日はその前の過に着いた計り蜂2群を

この前作った巣箱に入れることになっている,

まず,農業普及出先サービスの事務所に5時く

らいに集合.全参加者の半数くらいしか来てい

ない.巣箱は農業普及出先サービス敷地内にあ

る農地の片隅に置く当初の計画を変更 して,私

たちのお隣に住むクラスメートの一人ディクシ

ー所有の 1.1万坪ある敷地の一角に置くことに

なったことがわかった.農地に畑や花の世話を

Lにくる人たちがミツバチに刺されて万が一責

任問題に発展 したら大変だから,というのが理

由だった.そこで,今度は私たちの家へ車で向

かってもらう.そこからディクシーの家を横目

にみて,ロッキー山脈へと伸びる道を 10分も

歩いていっただろうか.あたりは干 し草やアル

ファルファが植えられる農地である.グレーの

建物があり,柵で囲われた中で鶏が何羽か飼わ

れている.この建物の南側の空き地がどうも私

たちクラスの蜂場だ.巣箱など器具はすでにブ

ロックの上に置いてある.面布を持ってきたも

のはそれを身につける. トムは王カゴを取り出

し,女王バチを見せる.また,巣箱にどういう

角度でどの辺に置いたらよいか説明する. トム



は,巣箱への計り蜂の入れ方を,まず実演して

見せた.こういう風にして箱を開けて巣箱の上

で思い切り大きくゆすって蜂を巣箱に落すよう

に.残った箱は巣箱の入口に立てかけておく.

女王バチは王カゴごと巣枠の間に挟んでおく.

などなど.その間に,希望者を募り,二人が挑

戦することにした.他のクラスメートが見守る

中,最後に糖液をチャックのあるビニール袋に

入れて,小さな穴をあけ巣箱に置いてやって終

了した.これからは,講習会の有志者がボラン

ティア活動の一環として蜂群を巡回することに

なる.早速,3日後くらいにジュリー (女性)が

糖液がもっと必要かとか,女王バチをカゴから

出してやって直接巣箱に入れても大丈夫かをチ

ェックする役目を引き受けることになった.覗

在のところ,蜂群は順調に育っているとのこと

である.

講習会の一環としてのボランティア活動

さて,ボランティア活動であるが,この養蜂

マスターの講習会では,来年の9月までに20

時間のボランティア活動を参加者がすることに

なっている.この中には,今までに地元の養蜂

組合が吸収 してやってきたことをこの卒業生が

引き受けたりすることも可能になり,いっも同

じ組合員でまかなわないですむので活性化にも

つながる.例をあげれば,｢分蜂｣を市民が発見

した時に連絡 してくる電話に応答 し分蜂を捕獲

しにいくのは,従来 トムやアレンらがやってき

たのだが,たいがいの通報は一般の人が蜂を見

慣れない事から,刺す昆虫を見れば, ミツバチ

と思いこんでしまって,実際はミツバチではな

くてスズメバチやアシナガパテなどに関するも

のが多い.これを事前に卒業生が調べ上げてミ

ツバチ分蜂の通報だけを先輩格の養蜂家に連絡

すれば,現地に赴いてから何だスズメバチだっ

たのかといった事態は防げる.または,郡や州

レベルで家畜 ･農産物の品評会やファーマー

ズ･マーケットがある時には,組合員が持ち回

りで出展スペースの当番に当たるのだが,こう

いった機会が増えているので,負担もバカにな

らなくなってくる.そこで,こういった卒業生
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が勉強しながら知識を広げていける場所として

ピックリだと考えられたのだ.他にも,学校に

行って次世代に養蜂に関する正 しい知識を広め

てもよいし,4Hクラブ (北米で農業技術の向

上と公民としての教育を主眼とする農村青年教

育機関)で少年少女に自分の学んだことを分か

ち合ってもよい.また,いろいろ行事があり,

ポールだけでは管理 しきれないので,それのま

とめ役となっても時間が稼げる,というわけ

だ.私自身は,3月末に住宅 ･庭園フェアの出

展でボランティアした.これのほとんどが,屋

根とか窓とかスプリンクラーシステムのような

商売がらみの出展がほとんどだったが,ガーデ

ニング･マスター達もガーデニングについて出

展 していて,これは季節がら良 く繁盛 してい

た.私のところは,あまり ｢お客｣も釆なく,

たまにアフリカ蜂化 ミツバチについて聞いてく

る人やダニの被害について聞いてくる人がいた

くらいだ.机の上には, ミツバチに関する写真

などの立て看板があり,子どもにあげるミツパ

テのぬりえブックなどがあった.話 しが少 しず

れるが,5年ほど前にデン/ヾ-であった家畜品

評会の出展では,観察巣箱もありパンフレット

も豊富で子供たちが興味を持ち立ち寄ってくれ

ていた記憶がある. とにかく, まだ私は20時

間のボランティアをこなしていないので,これ

からもいろいろ出かけて,習ったことを忘れて

もいるのでまた勉強しなくてはならない.やれ

ば切りがない世界である.

養蜂マスター講習会の今後と謝辞

ところで,この原稿を書 くのに調べものをす

るのでポールにも聞いた所,この講習会の名前

｢MasterBeekeeping｣ には一工夫してあるそ

うだ.ノースキャロライナ州には,｢Master

Beekeeper｣という講習会があるらしいが,こ

れは上級者向けであり,やはり本当の意味で養

蜂家としてマスターした人である.私が修了し

たのは,そういったレベルまで行かなく養蜂を

一通りこなしたという意味で,MasterBeeke-

epingだということだ.なるほど.この秋から

始まる2期日の講習会は,6回ではなく8回の
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授業になって,もっとゆっくり教える予定だそ

うだ.ポールは,8月中旬頃か末頃にはこの講

習会関連のウェブサイトが多分ライブになって

いるはずだと言って,URLアドレス (httpノ/

bcn.boulder.co.us/univ_school/ext/index.

html)を教えてくれた.興味のある方は,お試

しあれ.

またうまく行けば,衛星放送を使った授業も

やってみたいと,ポールの話 しは大きい.私も

まだまだ未熟だが,｢養蜂使節｣の名に恥 じない

ようにしたい.

なお,前半は,アレンが講師の立場で講習会

開催のいきさつ ･趣旨を述べ,実際の体験談お

よび訳は,参加者の章子が担当した.最後とな

ったが,この記事を書くチャンスとアドバイス

を与えてくださった玉川大学 ミツバチ科学研究

施設の方々にお礼を申し上げたい.

(文中敬称略)
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phasisoneducatingandinformingthegeneral

publicaboutissuesrelatingtohoneybeessuch

aspollinatlOn,diseases,lnSeCticldes,andcolony

management.

Funded byagrant,thefirstcourseofits

kind offered in thiscountyconsisted ofsix

two-】10urlong一ectures,uslngthe"BeekeePer's

Handbook''bySammataroetal.asatextbook

and two hands一〇n sessionstoasselllblellive

equipment/Woodenwarealldtoestablishtwo

packageCOloniesasteachlnghlVeS.Anominal

feeischal~gefortlleCOurSeand20hoursof

communityserviceisfulfilledthroughvarious

formats,suchasCounty/StateFairs,schoo一pre-

SentatlOnS,etC.

Formoreinformation,VisittheCSUwebsite

fortheupdatedinformationonthisclass(after･

lateAugust)at:http://bcn.boulder.co.us/univ-

school/ext/index.html.


